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【論文要旨】
志田鉀太郎が『論語』を引用しゼミ生に伝えた「博学」と「博約」。いずれも専門化の弊害を戒
め幅広く学ぼうとする旺盛なる学問的意欲を求め，それが産業の基盤を確固たるものとし成長・発
展にもつながると指摘したものである。
本小論は，◯「志田鉀太郎が伝えたものは『論語』の相当数の条に確認できる」，さらに◯「孔
子の言行が口承祖述されていた春秋戦国という激しい革新的変化を伴った時代を乗り越えるために
はリスクマネジメント感性の発露が必要であり，先々の流転を見据えるその感性が『論語』に染み
込み，研ぎ出すことができる」，と定立した仮説を，さらに 4 つのパターンに細分化し検証を行っ
た。
検証の結果，仮説を細分化した 4 パターンが『論語』の半数以上の条に確認された。これは，
古代中国の春秋戦国時代の激動を乗り越えるにはリスクマネジメント感性の発露により「この先に
何が」と先々の流転を見据え，負の事象発現の未然防止が必要かつ重要であったことを意味し，か
つ古代中国の商業発展に寄与した，との結論に繋げた。この結論は，前例や経験のない事態が頻出
する現代においても活用の意義を持つと考える。
【キーワード】 志田鉀太郎，『論語』，専門化の弊害，リスクマネジメント感性，先々の流転
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1 大蔵直樹（2018）「『徒然草』のマネジメント論的研究」『商学研究論集』第49号，pp.183203
2 感性発露リスクマネジメント研究の素材として，前稿は『徒然草』，本小論は『論語』，次稿は『君主論』，
次々稿は Shakespeare 作品群，を予定している。筆者には，研究素材選定に関して，他の文献を排除する意
図はなく，それぞれ異なるタイプの感性の研ぎ出しには，それぞれの素材が最適と判断して考察を重ねてい
る。より適した素材の存在を否定もしくは排除する考えは持ち合わせていない。
3 日本経済新聞朝刊（2018年 7 月22日）のコラム『春秋』参照。
4 日本経済新聞朝刊（2018年 7 月28日）の 7 面の記事参照。
5 16世紀の大航海時代に，航海の熟達と発見とに期待して plus ultra（彼方になにかある）との語に重きをお
いた（Bury，1953，邦訳，p.70）。そこから本小論として「この先，何かが起こるのでは」「この先に何が」
との援用を行った。
第章仮説の定立
第章検証の方法と結果
第章結論
参考文献
序章はじめに研究の目的
筆者は，前稿1 において研究素材2 として選定した『徒然草』より，因果論的リスク感性の発露
を研ぎ出すことができるとして考察を行った。本小論は，前稿とは異なり，「この先に何が」と先
々の流転を見据えリスク感性発露を研ぎ出す素材として，『論語』が最適と判断し考察を行った。
「前例や経験のない事態にどう対処するか」との警鐘が報道3 される。ここに言う「前例や経験
のない」とは，傾向・程度・頻度について「前例や経験のない」という意味であろう。リスクマネ
ジメントにおいて活用されている PDCA 等のプロセス管理は，前例や経験を踏まえ因果関係論的
思考から改善が積み重ねられるが，傾向・程度・頻度について「そこまでの程度について前例がな
い」とか「そこまでの頻度について経験がない」という事態が発生すると，せっかく改善を積み重
ねたプロセス管理にもかかわらず「どうしてよいか分からない」ということにつながりかねないの
である。しかし，傾向・程度・頻度について自分たちに「前例や経験」がなくても，参考にすべき，
あるいは共有化を図っておくべき「前例や経験」はあるであろう。またそのような「前例や経験」
をベースに組織の現場の一人ひとりのリスク感性を発露させることによって，先々に起る可能性の
ある事象を予め想定し防ぐことは可能であろう。次の 3 事例に照らして説明する。1）2018年 6 月
18日大阪北部地震によるブロック塀倒壊女児犠牲事故，2）2018年 6 月28日から 7 月 8 日にかけて
の西日本豪雨における土砂災害，3）同じく西日本豪雨を受けて自動車メーカーであるマツダの
BCP（事業継続計画）見直し方針4，の 3 事例である。1）は1978年の宮城県沖地震におけるブロ
ック塀倒壊での多くの犠牲という情報の共有と，自分の地域でも「ひょっとしたら，この先，何か
が起こるのでは5」とのリスク感性の発露があれば，2）は2014年 8 月の土砂災害の「風化花崗岩
の真砂土が多く，大雨による土砂災害が起こりやすい」（河田，2017，p.2）という情報の地域に
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6 日本経済新聞朝刊（2018年 8 月21日）のコラム『春秋』は，仕事上の『気づき』の重要性を指摘した。その
『気づき』のひとつであるリスク感性は排除されているのである。
7 以下，本小論においては，組織の構成員一人ひとりが発露するものをリスク感性とし，組織の指導的役割を
発揮する立場の人たちの発露する感性も含める場合に，リスクマネジメント感性と呼称する。
8 宮脇は「中国の『夏箴』に次の記述がある。天に四種の災あり。水害，旱魃，飢餓，凶作。常に食糧の集積
に努め，片時もそれらの一つに備えざることなるべし」（宮脇，1993，p.338）と書いた。
9 大河の氾濫という大自然の脅威を治水としてコントロールすることに成功したのも，古代文明のうち中国文
明のみである（加藤，2007，p.150）。
おける共有と「この先に何が」とのリスク感性があれば，事故発生未然防止も含む異なった結果と
なった可能性を指摘せざるを得ないのである。さらに，3）は今までの BCP には従業員が通勤で
きない事情の発生が盛り込まれていなかったのか，という驚きを禁じざるをえない。工場施設が無
事存在しても，従業員が通勤できなければ当然稼働はできない。
プロセス管理のもとでは，上記 1）～3）に関して，組織の構成員一人ひとりのリスク感性の発
露がなされたとしても，そのような発露そのものが排除6 されている，という点を指摘せざるをえ
ない。筆者は前稿（2018）において『徒然草』を素材として兼好の因果論的リスク感性を研ぎ出
す考察を行った。その中で，リスク感性とは磨き高めることができる能力であると書いた。『徒然
草』において兼好が「もしかしたら」と偶然事実発現兆候の原因を捉えようと，原因に気づいてす
ぐ未然に防止し，そしてその内容をまとめ共有化する，という一連のフローがマネジメントに活用
できることの検証を行ったのである。津田は「ふとさう思ったために，何ごとかをするばあひがあ
る。かういふことによつて，生活は動かされ歴史は動かされる」（津田，1950，pp.1617）と書く。
しかしながら，マネジメントの現場において一人ひとりが原因を「さう思ひ」捉え，「何ごとかを」
未然防止のためにしようとしても，リスクマネジメントにおけるプロセス管理のもとでは，リスク
マネジメント感性の発露に基づく自主的な未然防止行為は排除されている，すなわち限界ともいう
べき『隠れた瑕疵』がある，という点に筆者は大きな問題意識を持つのである。
本小論は，『論語』を研究素材として取り上げる。前稿（2018）は因果論的観点からリスク感性
を考察したが，本小論は，先々の流転を見据えて未然防止する，という観点から考察を行う。しか
も孔子は指導者的立場の人物であることから，単にリスク感性というより，リスクマネジメント感
性7 を主題として考察を行う。
さて「中国は世界最古の商業国」（王，1940，p.3）とされ，さらに「中国文明が，経済の成長
に最初に成功した」（玉木，2018，p.4）ともされる。本小論は，その成功には原因を見て取るこ
とができると考える。古代中国の夏王朝（BC21世紀～BC16世紀）において「常に食糧の集積に努
め，天災8 に備える」（宮脇，1993，p.339）という，リスクマネジメント感性の発露とも言える，
食糧備蓄が既に実施されていたことや，人民を苦しめ，商業にも大きな損害を与えた洪水の治水9
に大功（王，1940，p.19）があったことも伝えられる。そしてその結果，天災や洪水という災厄
が転じて，耕地の整備による農業生産性の改善・成長や，交通の発達による商業の発展がもたらさ
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10 本小論は，『成長』と『発展』の概念を区別する。『成長』は，改良・改善による生産性の向上を，『発展』
は，画期的な新規モデルの創出と普及・定着，と捉える（妹尾，2008，p.271）。
11『論語』子罕第九の二条である。
12 これは『論語』顔淵第十二の十五条であろう。「ひろく学んで，学んだことを実践していく」ということで
あり，印南に伝えた子罕第九の二条の内容とあわせて，本小論の仮説に反映させた。
13「経済の話」『千葉薬学誌』第 8 号 pp.110，講演日1927年 5 月 7 日。
れたのである。そこには，リスクマネジメント活動が成長・発展10 をもたらすという図式を読み取
ることができる。そしてその活動の中にリスクマネジメント感性が，本小論が素材とした『論語』
に染み込む。したがって，古代中国以来の歴史に試され済みのリスクマネジメント感性を『論語』
から研ぎ出すことができる，と考えているのである。
鶴見は「大凡そ孔子の思想を記録した論語といふ本ぐらゐ，原文のままで広く読まれた書物は，
世界に二冊とはないであらう」（鶴見，1951，p.209）と書く。ただし，本小論は，『論語』と孔子
の思想を結びつけて解題しようとするものではない。『論語』の内容についてリスクマネジメント
論からアプローチを行い，プロセス管理のもとで排除されているリスクマネジメント感性の発露，
すなわち，目の前の事象あるいは兆候（傾向）から先々の事象発現可能性を捉えリスクマネジメン
ト感性を発露させ，未然防止に繋げる，ことを研ぎ出そうとするものである。本小論は，これらの
特徴を『論語』より研ぎ出すことにより，現代リスクマネジメントにおけるプロセス管理の『隠れ
た瑕疵』ともいえる限界を補うことへの寄与も目的とする。
第章『論語』そして志田鉀太郎の言葉とその意義
. 志田鉀太郎が印南博吉等に伝えたこと
志田鉀太郎が『論語』を引用して印南博吉等のゼミ生に伝えた言葉の内容は，「リスクマネジメ
ント感性の発露」という筆者の研究テーマの基本の部分に結びつき，『論語』を素材とする仮説の
定立にも結び付く，と考えた。
志田鉀太郎が伝えた言葉を印南博吉等の 3 人のゼミ生が著わす。
印南博吉は「先生（執筆者注志田鉀太郎のこと）は，『論語』に『博く学んで名を成す所な
し11』とあるのを引用して，専門に偏する弊害を戒められた」（印南，1951，p.2）と書く。栗山健
吉は「先生は論語を愛読された。或一日御見舞に行った時先生に座右銘の揮毫を御願いしたところ
『博約12』と書いて下された。これは論語にある言葉で，博く学んで其各学問の要所要所をよくつ
かむべしと云うのであると説明され，其実践者としてカント，Shakespeare などの名を挙げておら
れた」（栗山，1951，pp.2089）と書く。吉原賢二は「先生は，みんなはやりたいもの（執筆者注
研究テーマの選定のこと）をやってもよろしい。私の専門にとらわれることはない。私はグレート
・コムモン・マンを養成する方針である，とのお話しであった。大平凡人とは太平・凡人とは違
う。スケールの大きな平凡人のことである。」（吉原，2012，pp.1920）と書いている。
志田鉀太郎自身が『論語』に触れた著述・論文は見当たらない。しかし1927年の講演13 にて次
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14『論語』の原文により，条の数が異なるが，本小論は，金谷（1991）に拠った。
のように語る。
諸君の前途に横たわる幾多の困難に打ち勝ち，人格者として社会に於いて成功するために，経
済や法律の理論に通じていなければならない。H.G.Wells は著書「未来の発見」``The Discov-
ery of the future''（1914）の中で，世上の人々の中に二つの潮流がある，とした。
其の一，過去の事物にのみ捕へられ之を尊び之に従って行動の心念をも定めんとするもの。
其の二，主として未来に考えを向け未来を測知し未来に処する途を誤らない様にして居るもの。
我々は総て未来に向かって進むものであって過去へ進むのではない故，後者の方が正当である
のみならず，未来の出来事といえども学術の助けに依って過去を参考とし之を測知すること難
しくはないから，各人は後者に成らなければならない。
志田鉀太郎が「其の一」の考え方を正当としなかった理由は，過去並びに現状に支配されてしま
う傾向を「良し」とはしなかったのであろう。志田鉀太郎がゼミ生に伝えた『論語』子罕第九の二
条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十五条の内容にもつながるものであり，「ひろく学ぶ」こ
とによりそのような傾向を防ぐことができると考えていたのであろう。「其の二」の考え方は，経
済学的には日銀の総裁経験者でもある白川が「将来の予測如何によって左右される」とした「合理
的期待」（白川（1979）p.15）の考え方と合致するものであり，ほぼ同じ内容を1914年に Wells が
述べ，その考え方を志田鉀太郎が1927年に評価しているということに驚かされる。「其の二」の考
え方は，第章の仮説の定立の中で述べる，リスクマネジメント感性の発露により先々の流転を見
据える見方につながるものである。
. 『論語』の「子罕第九の二」条と「雍也第六の二十七」条，「顔淵第十二の十五」条
 『論語』の構成
さて，『論語』は次の通り20篇512条14 にて構成される。
学而第一……16，為政第二……24，八　第三………26，里仁第四……26，
公冶長第五…28，雍也第六……30，述而第七………37，泰伯第八……21，
子罕第九……32，郷党第十……23，先進第十一……26，顔淵第十二…24，
子路第十三…30，憲問第十四…46，衛霊公第十五…42，季氏第十六…14，
陽貨第十七…26，微子第十八…11，子張第十九……25，堯日第二十…5
 「子罕第九の二」条と「雍也第六の二十七」条，「顔淵第十二の十五」条
志田鉀太郎がゼミ生たちへ伝えた『論語』の「博く学んで名を成す所なし」は，子罕第九の二条
に現れる。
◯ 子罕第九の二条の「読み下し」及び「現代語訳」，「注」は次の通りである（金谷，1991，
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15 雍也第六の二十七条と顔淵第十二の十五条は，ほぼ同文であり，顔淵第十二の十五条には「君子」の二字が
ないだけの違いである。
p.116）。
【読み下し】
達
たつ
巷
こう
党
とう
の人の曰
い
わく，大なるかな孔子，博く学びて名を成す所なし。子これを聞き，門
もん
弟
てい
子
し
に
謂
い
いて曰
のたま
わく，吾は何をか執
と
らん。御
ぎょ
を執らんか。射を執らんか。吾は御を執らん。
【現代語訳】
達
たつ
巷
こう
の村の人がいった，「偉大なものだね，孔子は。広く学ばれてこれという［限られた専門
の］名声をお持ちにならない。」先生はそれを聞かれると，門人たちに向かっていわれた，「わ
たしは［専門の技術に］何をやろう。御
ぎょ
者
しゃ
をやろうか，弓をやろうか。わたしは御者をやろう。」
【注】
孔子の学が博大なのをほめて，一芸について名を挙げていないのを惜しんだ。
私に何か専門技術を身につけさせて名を挙げさせようとしたいのか。それなら私は御者を職業
にしようか。（＝つまり人が自分をほめたのを聞いて謙虚さで応じた。）
さらに「博約」は，雍也第六の二十七条及び顔淵第十二の十五条に現れる。
◯ 雍也第六の二十七条の「読み下し」及び「現代語訳」は次の通りである（金谷，1991，
p.87）。
【読み下し】
子の曰わく，君子，博く文を学びて，これを約するに礼を以てせば，亦た以て畔かざるべきか。
【現代語訳】
先生がいわれた，「君子はひろく書物を読んで，それを礼［の実践］でひきしめていくなら，
道にそむかないでおれるだろうね。」
◯ 最後に，顔淵第十二の十五条の「読み下し」及び「現代語訳」は次の通りである（金谷，
1991，p.165）。
【読み下し】
子の曰
い
わく，君子15，博く文を学びて，これを約するに礼を以てせば，亦た以て畔
そむ
かざるべき
か。
【現代語訳】
先生がいわれた。「君子はひろく書物を読んで，それを礼の実践でひきしめていくなら，道に
そむかないでおれるだろうね。」
 『論語』の中でもほとんど注目されていない「子罕第九の二」条と「雍也第六の二十七」条，
「顔淵第十二の十五」条
『論語』の20篇の全ての条に関して注釈を行っている著編書を除いて，特徴ある条の解説・注釈
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図表. 子罕第九の二条と雍也第六の二十七条，願淵第十二の十五条の引用の有無
（◯‥引用有り，×‥引用なし）
著編訳者 発行年 著 書 名 引用条数 子罕第九の二
雍也第六の二十七
顔淵第十二の十五
渋沢栄一 2010 渋沢栄一の『論語講義』 112 × ×，×
古谷義徳 1936 少年論語読本 102 × ◯，×
下村湖人 1966 論語物語 39(130)16 × ×，×
五十沢二郎 1986 中国聖賢のことば 120 × ×，×
阿川弘之 2010 論語知らずの論語読み 90 × ×，×
山田史生 2011 孔子はこう考えた 65 × ×，×
小倉紀蔵 2013 新しい論語 89 × ×，×
呉智英 2015 現代人の論語 198 × ×，◯
（筆者作成）
図表. 「子罕第九の二」条「雍也第六の二十七」条「顔淵第十二の十五」条の比較考量
競合する選択肢 孔子の選択結果 選択の理由
子罕九の二
博学 専門化 博学 専門化の弊害
弓打ち手 御者 御者 産業の基盤を大切に
雍也第六の二十七，
顔淵第十二の十五条
博約 専門化 博約 専門化の弊害
礼の実践 道にそむく 礼の実践 学問（六藝）至上
（筆者作成）
16 著書本文中における引用数が39条，脚注も含む総引用数が130条である。
を行っている著編書を対象に，子罕第九の二条を，そして雍也第六の二十七条及び顔淵第十二の十
五条を引用し，解説・注釈を行っているかについて調査した結果は図表 1. の通りである。
筆者の調査では，子罕第九の二条を引用している日本語の著作（注解説書ではないもの）は，
陳が「才能がかたよることを，儒では警戒する」（陳，1992，p.93）と述べているのが唯一であり，
雍也第六の二十七条並びに顔淵第十二の十五条を引用しているのは駒田のものが唯一（駒田，
1985，p.211）である。
以上から，志田鉀太郎がゼミ生に伝えた子罕第九の二条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十
五条は，多くの著編者にはほとんど顧みられなかった条である，と指摘できる。
 志田鉀太郎が伝えたかったもの
志田鉀太郎が，子罕第九の二条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十五条により何を伝えたか
ったのかを把握するため，それぞれの条文の中から競合する選択肢として 2 項を抽出し，孔子の
選択，そしてその選択の理由を図表 2. の通り比較し考察した。
――
17 Turgot は「起りうる災厄に應ずる爲に（中略）年々収穫するものの一部分を保護するが如き人の存する事
は當然」（Turgot，1934，邦訳，p.66）と18世紀末には，農作物の備蓄を行っている人が存在すると指摘し
たが，第章でもみたとおり，古代中国では，国単位で食糧備蓄が行われており，それを孔子が引用してい
るのである。
18 夏王朝時代の第七代の王亥には「荷物運搬用の牛車を考案し民衆に大きな利益をもたらした」（貝塚，1968，
p.80）との伝説がある。
その結果，孔子は，専門化の弊害，基礎重視，学問至上，という理念にて判断を行っているとい
う姿が浮き彫りとなる。この 3 つの理念を志田鉀太郎が重要視していたと考えることができる。
この理念は，目先のことではなく，将来を見据えたもの，すなわちリスクマネジメント感性の発露
の方向感を指し示しているものという事が可能である。
第章研究素材選定の理由『論語』に反映する時代環境
. 古代中国より受け継がれるリスクマネジメント感性
第章に述べた志田鉀太郎が伝えたかったものは，リスクマネジメント感性発露の方向感を指し
示してはいるものの，リスクマネジメント感性そのものを表しているわけではない。しかし図表
3. の通り，古代中国から孔子の言行が口承祖述されていた戦国時代までを通史してみると，洪水
を防ぐという形でリスクマネジメント感性が現れ始め，国家的リスクマネジメント活動たる『治水』
の後には，とりわけ紀元前11世紀頃には官吏による管理業務も確認できるようになり，職業の分
化と専門化が進み階級の区別も明確になっていく。そのなかで，農業生産性の改善・成長，商業の
発展という形で人びとに豊かさがもたらされている姿が浮き彫りとなる。リスクマネジメントの観
点からみて，農業生産性の改善・成長を反映するものとして第章にも触れた食糧の備蓄17 も挙げ
ることができる。そしてさらに図表 3. の『特記事項』の欄に記載した一つひとつの経済生活環境
事項の多くが『論語』に引用されている，という点も指摘可能である。
さらにまた『特記事項』記載内容からは，自然災害の未然防止を通じて人々の暮らしを護るとい
う事業から，城壁を築いて敵の侵略を防ぐ事業へと変わり，さらに戦国時代に入ると，長城を築い
て匈奴の侵入を防ぐ事業へ，というように変化発展もみて取ることができるのである。
防ぐという観点でのリスクマネジメントとは別に，『不便さ』を取り除くという観点のリスクマ
ネジメントもみて取ることができる。時期の限定が難しいこともあり，図表 3. には，馬・牛や馬
車・牛車18 及びその御者については『特記事項』欄に載せなかった。中国においては古代に牛車が
考案されて以来，自動車が登場するまでの約3700年間という長きにわたって，馬車・牛車が使用
されてきたのである。馬車から自動車へと人の移動手段が代わって，わずか130年余りにすぎな
い。長い間，人が自ら貨物（商品）や農作物を輸送するのに比べ効率的で，あるいはまた自らの移
動手段としても効率的な馬車・牛車が活用されてきたのである。上記に，図表 3. の『特記事項』
に記載の経済生活環境事項の多くが『論語』に引用されている，と書いたが，農業を除くと引用さ
れていてもせいぜい 1 個所程度である。しかしながら，「馬・牛や馬車・牛車及びその御者」に係
――
図表. 古代中国の歴史推移と『論語』
道具 年代（含推定) 王 朝 『特記事項』（リスクマネジメントと国・地域の繁栄につながる経済生活環境)
『論語』の
記載有無
石
器
時
代
↓
青
銅
器
時
代
↓
鉄
器
時
代
BC 1920年頃
夏
（伝説)
黄河に大洪水19 の発生
BC 1800年頃
治水で大功。 ◯(憲問 6）
農業・商業が発展。 ◯(微子 6 尭日 4）
歴（こよみ）の使用。 ◯(衛霊公11）
城壁の登場。 ◯(李氏 1）
BC 15251023年 殷
戦車戦法が知れ渡る。
戦車での合成弓（強力な弓）の使用。 ◯(八　16）
祭礼用に青銅器の使用。
占いに使用の甲骨に文字を刻む。 ◯(公冶長18）
王みずから牛の飼育を監督。
子安貝の貨幣利用（貝貨）
城郭都市が一般化する。 ◯(雍也15）
BC 1023770年 西周
土地が「田」の単位で使用権（井田法）が
売買。
井田法のもとで地租としての税制が施行。 ◯(願淵 9）
陶器の登場。
貝貨が使用。
外交文書を取り扱う官吏が存在した。 ◯(憲問 9）
医者が存在していた。 ◯(子路22）
訴訟が行われていた。 ◯(願淵12, 13）
酢を造る官吏が存在した。 ◯(公冶長24）
春
秋
時
代
BC 770481年
孔子（BC 552
479年）
東周・斉・晋
と，楚・呉・
越・秦が対立
商人の活躍「中原」にて商品取引。 ◯(堯日 4）
貨幣としての銅貨の使用が始まる。
「戸籍」制度は春秋時代にも引き継がれた。 ◯(郷党21）
税の課徴。 ◯(先進17）
農業の生産性の拡大鋳造鉄器の使用開始。 ◯(願淵11）
食糧備蓄は一般化する。 ◯(願淵 7）
桴（いかだ）が海上輸送用具として普及。 ◯(公冶長 7）
馬車は 4 頭立て。 ◯(願淵 8）
輸送業者の存在貨物輸送に牛車の使用。 ◯(為政22）
戦
国
時
代
BC 481221年
晋が韓・魏・
趙に分裂
秦が強国に発
展
治水・灌漑事業による富国政策遂行。
運河の開鑿による水運の発展。 ◯(泰伯21）
鉄器の普及。 ◯(公冶長 7）
活発な商業活動の展開 ◯(衛霊公10）
形は貝，材質は青銅の銅貨の使用が定着す
る。
◯(先進19）
BC 330年代に，秦が国家として貨幣（半
両銭）を発行。
BC 221年
秦の始皇帝が
天下を統一
大規模な用水路が開通。 祖述された内容が
前漢の頃に文字テ
キストに定着編纂
BC 213212年 儒学弾圧 「焚書坑儒」
BC 202年 前漢成立
（筆者作成20）
――
19 中国・米国等からなる地質学研究チームが2007年の現地調査により，BC1920年頃の大洪水の痕跡を発見し
た（Science, Vol. 353, Issue 6299, 05 August 2016）。
20 Science（2016），福田（1925），王（1940），山田（2000），柿沼（2015），McNeill（2008），鶴間（2000），
貝塚（1968）を基に筆者としてまとめた。
21 この当時の様子を井上は次のように表現した。「王城のなかに貨幣鋳造の工房」「王宮市場へ行けば，働くこ
とは幾らでもありました」「城外の農村から野菜を運んで来たり，それをそっくり他国の物産と交換したり」
（井上，1989，p.22）「市場には　（麻の履もの）も，踊（義足）もたくさん並んでいますが，値段は　は廉
く，踊は高価です」（井上，1989，pp.2023）。
る引用は24か所，論語512条の4.7の条に登場する。孔子の意識に，人びとの『不便さ』を取り
除くという観点で，「馬・牛や馬車・牛車」が人びとの生活を便利にし如何に大きな利益をもたら
したか，輸送手段の革新化が如何に商業の発展に繋がるか，ということが反映していたことの現れ
であろう。
. 『論語』に活きる「防災⇒統治」の伝統旧防を用無しとして放置してはいけない
司馬遷の『史記』に古代中国の五帝の一人である堯帝は「人民を苦しめた洪水を治水せしめ，洪
水の災厄を転じ，却って交通を発達させた」（王，1940，p.19）とされる。
その防災の伝統は孔子にも活きている。『論語』の内容にリスクマネジメントの観念が包含され
ていることに着目したのは，漢代の儒者戴徳である。戴徳が古代の文献を整理した『大戴礼記』に
次ぎの記載がある（横山，2012，p.28）。
［礼察46現代語訳］孔子が言った。教養ある為政者の道は，たとえば防災のようなものだ
と。そもそも礼というものは，国が乱れないようにするためのもので，それはあたかも洪水が
起こりそうな所に堤防をつくって未然に防ぐようなものである。だから，古い堤防で最近洪水
も起こっていないからといって用無しとして放置したり壊してしまうようなものは必ず水害に
みまわれる。同じように，古い礼だからといって今は有用ではないとして廃止してしまうよう
な者は，必ず国が乱れる源になる。
古代中国の歴史は防災が国家統治安定につながることも暗示しているが，孔子は商業の発展につ
いて為政者としても実践した。王考通は「魯の商業」として次のように書いている（王，1940，
p.40）。
孔子が司寇に任ずるに及んで善政が行われ，牛馬を灣ぐ者は無闇に儲けず，羊豚を売るものも
掛値せず。往来に遺失物を拾う者なく，四方の客は邑に至るに，官吏に求められずして家に帰
するか如しと言われた。市場制度を通じて市商が改善21 された。
. 『論語』に現れる防災用堤防の防禦利用⇒長城の建設という革新
古代中国研究家 Gernet は「紀元前 4 世紀頃，氾濫防止として水流に沿って既に造られていた堤
防を（敵国の攻撃を防ぐ）防禦用に強化がされた」（Gernet，2009，邦訳，p.94）と書いた。さら
――
22 筆者が先験的なリスクヘッジ戦略家と評価する出光佐三は「順境に居て悲観し，逆境に居て楽観せよ」との
言葉を残したが，その言葉から，先々の流転を見据える戦略の重要性を窺うことができる。
に「中国最初の皇帝である秦の始皇帝の大長城は，匈奴の侵略から中国北部を護っているものであ
るが，紀元前 4 世紀末と 3 世紀初頭に燕・趙・秦の国々が既に建設しておいた城壁をつなぎ合わ
せることによって出来上がった」（Gernet，2009，邦訳，p.96）と書く。
敵国からの防禦用としての万里の長城は，そもそもは中国古来からの為政者としての重要課題で
あった治水用の堤防の利用の延長線上にあり，しかもその治水用の堤防建設は域内の商業発展を生
み出していたのである。
孔子の言行が口承祖述されていた戦国時代には，堤防の利用が行われ，防災から防禦という価値
観の新たな創出がおこなわれていたのである。そういう状況が孔子の言行録に諸々の影響をもたら
したと考えるのである。
第章仮説の定立と検証の方法
. 本小論の仮説
 仮説の定立
目の前の事象あるいは傾向を，「この先に何かが」とのリスクマネジメント感性の発露により先
々の流転（複数の事象発現）の兆候と捉え，その未然防止のための戦略22 を展望し構築する，とい
うモデルを『論語』より見いだすことができ，そのためには，基礎重視及び先々を見据えるリスク
マネジメント感性の発露が必要である，との仮説を定立する。
 先々の流転について
先々の流転（複数の事象発現）の例として，『淮南子』人間訓篇より「塞翁馬」（楠山，1988，
p.1020）を挙げる。
【事象】 【次に来る事象を予測】
◯ 馬が逃げ出した これは，次に福が来る兆候，である。

◯ その馬が別の馬を連れて戻る これは，次に禍が来る兆候，である。

◯ 戻った馬を乗り回し骨折のケガ これは，次に福が来る兆候，である。

◯ 他民族の襲撃を受けた。その人はケガのため戦えず無事。しかし，多くの人は闘いにより亡
くなった。
――
 定立した仮説をパターンに細分化
『論語』の子罕第九の二条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十五条を基礎とし，リスクマネ
ジメント感性の発露を加え，定立した仮説を 4 つのパターンに細分化する。
1) 仮説パターン 1まず何をおいても，◯幅広くバランスよく学び，◯道を究め，◯自分を磨
き上げる，ことが必要である。
2) 仮説パターン 2次に，◯先々を見る，◯先々の事象に備える，ことが必要である。
3) 仮説パターン 3そして，◯ぶれずに対応する，◯戦略・戦術を巧みにする，◯公平公正な
る最善の選択を行う，◯独断に陥らない，ことが必要である。
4) 仮説パターン 4最後に，◯未来を切り開くのに必要となるリスクマネジメント感性の発
露，が重要である。
第章検証の方法と結果
. 検証の方法
渋沢は，孔子について「常に事物の反面だけを語って」と書いた（（渋沢，1922，p.220）。「仁
ということを弟子に説いて聞かせるにも，甲に説いた處と，乙に教へた處と，乃至丙に語り丁に示
した處とは，各相異なったもので，その人物の性格を見て，それに適應する様に説き聞かせた」と
続けた。
本小論は，志田鉀太郎が『論語』の子罕九の二条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十五条に
着目したことをベースに仮説を定立した。
しかし，渋沢が言う通り，その内容は子罕九の二条と雍也第六の二十七条，顔淵第十二の十五条
からだけ帰結されるものではなく，『論語』のその他の条も含めて検証し帰納的帰結に至るものと
考えるのである。そこで，当該仮説に関して，『論語』のすべての条（全512条）の内容を精査し，
仮説を 4 つのパターンに細分化したもののいずれに該当するかの検証を行う。
. 検証の結果
 仮説パターン◯幅広くバランスよく学び，◯道を究め，◯自分を磨き上げる
検証の結果，仮説パターンに関して，図表 4. の通り，◯幅広くバランスよく学び，◯道を究
め，◯自分を磨き上げる，というポイントを確認することができ，かつ当該パターンに属するのは
全体の 2 割弱に相当する89条であることを確認した。
 仮説パターン◯先々を見る，◯先々の事象に備える
仮説パターンに関して，図表 5. の通り，◯先々を見る，◯先々の事象に備える，というポイ
ントを確認することができ，かつ当該パターンに属するのは全体の 1 割弱に相当する42条であっ
た。
 仮説パターン◯ぶれずに対応する，◯戦略・戦術を巧みにする，◯公平公正なる最善の選
――
図表. 仮説パターンの検証結果
条現代語訳（要旨) ポイント マネジメントに活かす
為政第二の十五条学んでも考え
なければ，ものごとははっきりし
ない。
幅広くバランスよく学ぶことで，
独断に陥ることを避けることがで
きる。
学びつつ考え，考えつつ学ぶスタ
ンスをみにつける。
憲問第十四の三十条仁の人は心
配しない，智の人はまどわない，
勇の人は恐れない。
バランスよく，自分を磨き上げる
ことによって可能となる。
西郷隆盛が座右の銘にしたという
「智人勇」の精神である。
憲問第十四の三十二条人が自分
を知ってくれないことを気にかけ
ないで，自分に才能のないことを
気にかけることだ。
あくまでも自分として道を究める
ことに注力する。
自己を見つめ，自分の能力を磨き
上げようと努力することが重要。
衛霊公第十五の二十一条君子は
反省して自分の向上に努めるが，
小人は他人のせいにする。
自らを磨き上げることに徹底する。 身近に発生したトラブルを自分の
対応に問題があったのではと，自
分を磨き上げる材料にする。
李氏第十六の九条ゆきづまって
学ぼうとしないのは，最も下等だ。
何をおいても打開の道を探る。 日頃から道を究めようとすること
が肝要。
このパターンに属するその他の条 上記 5 条も含め計89条（17.4）
（筆者作成）
図表. 仮説パターンの検証結果
条現代語訳（要旨) ポイント マネジメントに活かす
学而第一の十五条前のことを話
して聞かせるとまだ話さない後の
ことまでわかる。
絶えず先々を見ようと努力するこ
と。
入手した情報をもとに先々の事象
発生に備える。
衛霊公第十五の十二条遠くまで
の配慮がないようでは，近いうち
に心配ごとが起きる。
常に先々の事象発生に備える。 必ず，近くにトラブルが起こるも
のと考えてあらゆることに対応す
る。
顔淵第十二の五条司馬牛は兄が
身を亡ぼしそうなのを悲しんだ。
目の前の兆候と先々のことと結び
つけて判断する。
現状の回復は，他の人にとっても
利益につながる。
このパターンに属するその他の条 上記 3 条も含め計42条（8.2）
（筆者作成）
択を行う，◯独断に陥らない
仮説パターンに関して，図表 6. の通り，◯ぶれずに対応する，◯戦略・戦術を巧みにする，
◯公平公正なる最善の選択を行う，◯独断に陥らない，というポイントを確認することができ，か
つ当該パターンに属するのは全体の 1 割強に相当する57条であった。
 仮説パターン◯未来を切り開くのに必要となるリスクマネジメント感性の発露
仮説パターンに関して，図表 7. の通り，◯未来を切り開くのに必要となるリスクマネジメン
ト感性の発露，というポイントを確認することができ，かつ当該パターンに属するのは全体の約
――
図表. 仮説パターンの検証結果
条現代語訳（要旨) ポイント マネジメントに活かす
学而第一の二条根本が定まって
はじめて進むべき道がはっきりす
る。
絶えずぶれずに対応し，最善の選
択をおこなう。
根本を定めるために努力すること。
述而第七の十条事にあたって慎
重で，よく計画をねって成し遂げ
る。
虎に素手で立ち向かい，死んでも
構わないということはしない。
戦略・戦術を巧みに練り上げるこ
とが重要。
子路第十三の二十三条君子は調
和するが雷同はしない。小人は雷
同するが調和はしない。
付和雷同の精神を肝に銘じる。 自分のしっかりとした考えかたを
身に付け独断に陥らない。
憲問第十四の三十六条直を以て
怨みに報い，徳を以て徳に報ゆ。
老子は，怨みに報いるに徳を以て
とす，とした。
公平公正な態度を貫く。
このパターンに属するその他の条 上記 4 条も含め計57条（11.1）
（筆者作成）
図表. 仮説パターンの検証結果
条現代語訳（要旨) ポイント マネジメントに活かす
学而第一の五条国を治めるには
事業を通じて信頼され，人びとを
いつくしむことだ。
民衆の事情を斟酌した事業展開
（例農繁期を避ける）。
構成員からの信頼がなければ，優
れた統治はできない。
顔淵第十二の九条周の哀公の
「凶作で二割の税でも費用不足だ。」
と嘆いたのに「一割の税にするこ
とで，民衆がその不足を補ってく
れます」と答えた。
不足する費用を主眼に税を定める
と民衆の心が離反する。
未来を切り開くのに何が一番必要
なのか，という感性を発露させる。
子路第十三の一条政治に必要な
のは，率先すること，ねぎらうこ
とだ。
政治家自身が骨おることが大切で
ある。
強いリーダーシップと組織構成員
へのおもいやりが必要である。
憲問第十四の三十三条だまされ
ないかと早てまわしもせず，疑わ
れないかと気をくばることもしな
い
「かと」というのは「この先に何か
が」との発露である。
先々を見つめ，未来を切り開くた
めにどうすればよいか，という点
に注力する。
このパターンに属するその他の条 上記 4 条も含め計76条（14.8）
（筆者作成）
15に相当する76条であった。
 仮説各パターン別構成割合表
仮説各パターン別の構成割合表（図表 8.）に示す通り，仮説パターン～は，志田鉀太郎が
『論語』に見出した三条に拠るものであるが，全体の割強を占めることが判明する。さらにリス
クマネジメント感性の発露にも係わる仮説パターンも加えてみると，全体の割を超えることも
――
図表. 仮説パターンの構成割合
パターン 該当する条数 割 合
パターン 1 89条 17.4
パターン 2 42条 8.2
パターン 3 57条 11.1
（小計)  .
パターン 4 76条 14.8
（総計)  .
（筆者作成）
23 井上は「乱世哲学」とも表現している（井上，1989，p.326）。
24 1983年にノーベル平和賞を受賞し，1990年には新生ポーランドの大統領に選ばれている。
25 古代中国において「国」とは，城壁に囲まれた「みやこ」を意味する（岡田，2004，p.12）。
判明するのである。全体の割強という数字からは，志田鉀太郎が『論語』の三条に着眼しゼミ生
たちに伝えようとしていた方向感を，単なる三条の文言からだけでなく太い幹として認識していた
ことと認識することができる。さらに当該の三条にリスクマネジメント感性の発露も加えることに
より『論語』に染み込む未然防止の理念も更に太い幹として確認することができる。
第章結論
さて最後に，第章の検証において仮説を 4 つのパターンに細分化したものが『論語』の半数
以上の条に確認された，その意味を考察する。そして序章の 3 事例をリスクマネジメント感性の
発露で未然防止するとすれば，として例証し，さらに先々の流転はリスクマネジメント感性の発露
により見据えるものでありその感性の発露が成長・発展に寄与する，との結論に繋げる。
. 志田鉀太郎の真意孔子が果たし，求められた役割り（役回り）
『論語』に表れる時代の代表的思想家たる孔子の言行が弟子たちにより約 3～4 百年間も口承さ
れ祖述されていた期間と併せ考察する必要がある。口承祖述されていた期間は，中国では紀元前 5
世紀に始まる戦国時代にほぼ合致し，まさに戦争の繰り返しの期間である。井上が書くように
「『論語』の詞は，乱世のただ中23 に於いて生み出されたもので，春秋・戦国という歴史的背景を持
って，初めて生き生きと，こちらに迫ってくる」（井上，1989，付録 p.2）ものである。
さらに当該期間を，技術革新と商業システムが受けた影響という観点で評価すると，下記図表
9. の）改革的革新フェーズに該当すると言える。この時代，青銅器から鉄の鋳造が始まり，鉄製
農器具による生産の拡大，鉄製の貨幣の登場，防禦用城壁などの技術革新が進んだのである。
Walesa24 が言うように「技術が飛躍的に進歩するなか，国境の内側に全てを閉じ込めておくの
は難しく」（Walesa，2018））なり，急激な変化が当時の国境25 を越えて広がったのである。中国
――
26 津田は「儒家は孔子を宗師とするけれども，時代時代の社会状況に応じて常に潤色せられ，新しい思想がそ
れに附加せられた」（津田，1965，p.77）としている。
図表．次々と来る変化を乗り越えるのに必要な孔子の役回り
（筆者作成）
図表. 技術革新と商業への影響
商業への影響
急 激 ゆっくり
技術革新
急 激 1) 破壊的革新 2) 改革的革新
ゆっくり 3) ニッチ分野革新 4) 改良
（Abernathy, Clark and Kantrow (1983）より筆者作成）
文明は商業文明であり（岡田，2004，p.73），その技術革新の影響が反映する対象となるのは商業
システムということになる。中国においては紀元前2000年頃には商業が見られたとされるが，王
考通は「中国は世界最古の商業国でありながら，世界商戦の舞台に立脚しえなかった」（王，1940，
p.3）と書く。その理由として王考通は「古代中国は物資が豊富であり，競争心がなかった。競争
心は進歩の母。さらに歴代商業を賤しむ傾向があったこと，資本が貧弱であったこと」（王，1940，
p.4）を挙げる。
生産様式のイノベーションの度合いおよび商業への影響を踏まえ，筆者として）改革的革新フ
ェーズに該当すると判断したのである。）破壊的革新フェーズに比較して，商業への影響は急激
ではなかったものの，孔子の言行が口承祖述されていた期間の古代中国においては，相当程度の革
新が進行していたもの判断する。口承祖述された孔子の言行記録が，そのような外部環境の急激な
変化に適合するように適宜改訂されていった26 と考えることに合理性がある。
しかも，そのような急激な変化に対応できなかった，図表10. の「旧来の世界」にとどまった勢
力は没落の道を辿らざるをえなかったのである。
次々と来る時代の急激な変化を乗り越えるため，志田鉀太郎は『論語』の「博学」「博約」とい
う言葉を通じて，ゼミ生たちに「過去並びに現状に支配されてしまう傾向（H.G.Wells の其の一）
――
図表. 「新しい時代」への扉の Key は「リスクマネジメント感性の発露」
世界観区分 理 念 もたらされた実態 備 考
旧来の世界
（「其の一」）固執
革新的な激動のもとにおける旧来のも
のへの固執は，激動の実態から乖離
し，支配の劣化が始まる。
戦国時代のフレイル（虚弱な）
『没落君主』の論理28
新しい時代
（「其の二」）
リスクマネジメント感性
の発露による自在な対応
ゆるぎのない最善の判断を行うことに
より，革新的な激動への自在の対応が
可能になる。
孔子の『立て板に水』の論理29
（筆者作成）
27 もちろん，古代中国の戦国時代当時を生きていた「現代人」という意味で使用している。
28 戦国時代，数多くの国が，法の制定による人民支配を最優先に志向した結果，民心の離反を招いた。
29『立て板に水』は筆者の考案による。立てた板に水を流し，その途中に障害物があっても孔子の理念にフォ
ローすることにより，自在にその障害物を乗り越え，何事もなかったかの如く目的を達成する，とのコンセ
プトである。『没落君主』の論理思考にフォローすると，途中の障害物に遮られ続け，スムーズな目的達成
ができない，ということを表す。
30 筆者考案。
を防ごうとする」孔子のような役回りの発揮を期待したのであろう。その真意は「グレート・コム
モン・マンの要請」にも重なるのである。
. Key は「リスクマネジメント感性の発露」
孔子の理念を身に着けた人々は，革新的に激動する時代にあっても，いかに適切に対応すべきか
を自覚せる『現代人27』（Bury，1953，邦訳，p.27）足り得たのである。一方「旧来の世界」に固
執する為政者は，支配する人々に，私益は克服するものであり，公益に留意するほうがずっとよい
のだ，と信じ込ませた（Mandeville，1985，邦訳，p.39）のである。しかし，次々とやって来る
革新的な変動のもとで，自然発生的に生じる人々の私益追求の激動ともいえる実態に，「旧来の世
界」に固執する人々はどのように対応してよいか判断できず，フレイル（虚弱）化し，没落の道を
歩まざるを得なかったのである。
「新しい時代」に対応するには，次々に起こる変化に自在に対応することが必要であり，そのた
めには，目の前の事象から先々の流転を捉えるリスクマネジメント感性の発露が重要なのである。
. 事例の未然防止「この先に何かが」とのリスクマネジメント感性の発露
序章に述べた 3 事例を「この先に何かが」とのリスクマネジメント感性を発露することにより，
どのように未然防止できるか，例証30 してみよう。例証の結果は図表12. の通りであるが，『論語』
のリスクマネジメント感性の発露による未然防止の考え方は，現代における事態にも対応可能であ
り，その意味で現代的意義も持つと言える。
――
図表. 「この先に何かが」との感性発露による未然防止
3 事 例 感性発露による未然防止
1) ブロック塀倒壊女児犠牲事故 外で地震の揺れを感じた時は，道路脇には寄るな。
2) 西日本豪雨における土砂災害 経験したことのない豪雨に見舞われたら，「逃げるのは今」。
3) マツダの BCP 見直し
事業継続の基本は，従業員ファースト。災害に見舞われたら，従業員連
絡網による声の確認と情報共有。
（筆者作成）
. 知ることのできない未来先々の流転
本田宗一郎は，百科事典のように物知りな人に対して「あんたの持ってる知識は，それ，みんな
過去のことなんだよ」「おれの知りたいのは，未来なんだ」といってやることにしている，と書い
た（本田，1982，p.68）。その趣旨として，「過去を知るということは必要だ。ただし，われわれ
が本当に知りたいのは未来である」と説明する。
本小論でとりあげた先々の流転も本田宗一郎のいう未来も知ることができないという点では同じ
である。先々の流転の姿を知ることはできないが，「この先に何かが」とリスクマネジメント感性
を発露し先々の流転を見据えることによって，負の事象発現の未然防止もしくは負の事象発現に備
えることが可能となる。
筆者は，前稿においてリスク感性のマネジメント論的研究の素材として『徒然草』を選択した。
その理由は，本小論序論に記載の通り『徒然草』より因果論的に結果につながる原因を感じ取るリ
スク感性を研ぎ出せるからであった。原因を感じ取るには，本田宗一郎のいう「過去の知識」が不
可欠であった。さらに中島義道は，因果関係には「起こってほしくない，という思いを込めてある
現象を見る」（中島，1995，p.163）概念が含まれているとした。しかし，本田宗一郎がいう「過
去の知識」や中島義道がいう「思い」だけでは，先々の流転を見据え，負の事象発現の未然防止も
しくは負の事象発現に備えるには不十分なのである。
本小論は，『徒然草』のリスクマネジメント論的研究を更に発展させ，先々の流転の姿（未来）
を感出するための素材として『論語』を選択した。その検証の結果，『論語』から，先々の流転
（将来）を見据えるというリスクマネジメント感性の発露の重要性が，すなわち古代中国の成長・
発展への寄与という姿を研ぎ出すことができたと考えている。ただし，『徒然草』から因果論的感
性の発露が，そして『論語』から先々の流転を見据える感性の発露の研ぎ出しができたからと言っ
て，筆者として提唱を検討している感性発露リスクマネジメント・モデル（仮称）が完成したとは
考えていない。次稿の課題として，未来＝将来の側から目の前の現象に潜む真因を捉え対応する感
性にフォーカスし，負の事象発現を防止することが国家・国民の公共の福祉（発展）に寄与すると
いう観点から『君主論』を研究素材として取り上げ，感性発露リスクマネジメント・モデルに向け
ての研究の第三歩目としたいと考えている。そしてさらに第四歩目として Shakespeare 作品群か
――
らの先人の叡智を活用する感性の研ぎ出しを行いたいと考えている。
筆者が素材として取り上げてきた『徒然草』の時代のリスク，『論語』の時代のリスク，これか
ら取り上げようとしている『君主論』の時代のリスク，そして Shakespeare 作品群の時代のリス
クと，現在とではリスクの質も大きく変化していると考えている。しかし，Taine が「記念碑的な
作品」からその時代の「人間がいかに感じ，またいかに考えていたか」「その仕方をみいだすこと
ができると結論した」（Taine，1953，邦訳，p.10）と書いているように，『徒然草』，『論語』『君
主論』そして Shakespeare 作品群から，それぞれの時代に背景として染み込んでいる特徴的リス
ク感性の研ぎ出しが可能と考えている。さらに，感性発露によるリスクマネジメント活動が国・経
済・私経済の成長・発展へ寄与することを考慮すれば，研ぎ出したリスク感性を活かすことは現在
においても重要な意味を持つ，と考えているのである。
さて，日本経済新聞の2018年 4 月26日付のコラム『春秋』は，2017年末の新幹線のぞみの台車
亀裂問題を主題に，指示や命令を待つ先には事故ゼロの日はくるのだろうか，と書き，安全運行は
自ら切り開くものだ，とした。筆者の前稿（2018）にも記載のとおり，現在のプロセス管理はム
ダを排除しようとする性質を内在しており，それは一面では合理的であるが，一方で『隠れた瑕疵』
の内在すなわちマニュアルに書いていないことを行うことが排除されるという仕組みの内在という
一面も併せ持つのである。したがってプロセス管理のもとにおいて事故の未然防止を図っていくた
めに，先々の流転の姿を感出する，そういうリスク感性の発露が組織の現場において大切にされる
べきと，本小論は考えているのである
管理のプロセスを作るのは『人』であるが，現場で「何とか事象発現を防止しよう」ともがいて
いるのも『人』なのである。本小論が，『人』が作ったプロセスから排除されている『人のリスク
マネジメント感性』の発露が大切にされることの契機になることを望む。リスクマネジメント感性
の発露が大切にされリスクマネジメント活動に繋がるとき，序章にて古代中国文明に関し述べたと
おり成長・発展に寄与すると確信する。
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